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研究成果の概要（和文）：　本研究はCEFRに関わる批判的言説の学説史的考察をめざす。日本でも2004年に翻訳
が刊行され好意的に受容されてきた。しかしヨーロッパではCEFRそのものに対する言語教育学からの建設的な批
判が投じられている。本研究は欧州におけるCEFRの批判的言説を学説史の中から検証し，その妥当性を精査し，
日本社会へ向けたCEFRの批判的受容を目指す。そのために、ドイツ語圏，フランス語圏，英語圏の批判的言説を
学説史の観点から網羅的に調査し、批判的言説とCEFR増補版の比較分析を行い，その対応を考察した。これらの
成果は国際研究集会ならびに研究会、書籍の刊行によって明らかにした。

研究成果の概要（英文）：　This study aims to examine the academic history of critical discourse on 
the CEFR. In Japan, a translation of the CEFR was published in 2004 and has been favourably 
received. In Europe, however, the CEFR itself has been subject to constructive criticism from 
language pedagogy. This study examines the critical discourse of the CEFR in Europe from the 
perspective of academic history, scrutinises its validity and aims for a critical acceptance of the 
CEFR in Japanese society. For this purpose, critical discourse in German, French and 
English-speaking countries was comprehensively investigated from the perspective of the history of 
academic discourse, and a comparative analysis of the critical discourse and the CEFR Supplement was
 carried out to examine the correspondence between them. These results were illustrated through 
international research conferences and workshops, and through the publication of a book.

研究分野： 言語政策、外国語教育学

キーワード： CEFR　文脈化　学説史研究　言説分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はこれまで肯定的な評価ばかりで、批判的な検討が行われてこなかったCEFRについて批判的、ならびに実
証的研究を行うことにより、日本という異なる社会的政治的文脈におけるCEFRの受容の可能性と問題点を解明す
ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は，欧州評議会が2001年に公開した『ヨーロッパ言語共通参照枠』（以下CEFRと略 
記）に関する批判的言説を学説史の観点から解明することを目指した。 
CEFRとは，EUと並ぶヨーロッパの国際機関である欧州評議会が2001年に公開した外国語
教育の学習・教育・評価のための教育資材であり，1）冷戦終結後の東欧の教育の民主化，
2）多様化する英語の能力試験免状の評価基準の作成，3）欧州評議会が1960年代から展開
してきた言語教育政策の総括，などを背景として作成された。 
その主要な目的は，1）ヨーロッパ域内の市民や学生の流動性を高めるよう外国語能力に共
通の指標を作成すること，2）ヨーロッパ人が母語に加えて複数の言語を習得し，相互理解
を推進するための複言語・複文化主義を振興すること，などである。 
CEFRは2004年に日本語版が刊行され，現在では全世界で40の言語によって翻訳され，世界
の言語教育の主流を形成しつつある。日本でも，これに着想を得て，日本語教育に関わるJF
スタンダードや英語教育の指標を標榜するCEFR-Jといった個別言語の評価装置が作成され
た。さらにCEFRは中等教育にも多大の影響を与え，新学習指導要領にも例示的能力記述文
を指す「～できるようにする」という表現で到達目標が提示され，CEFRの特徴の一つであ
る5技能も「聞くこと，読むこと，話すこと（やりとり），話すこと（発表），書くこと」
の5つの領域として統合されている。また大学の外国語教育でも共通参照レベルに基づく到
達目標の設定や，教材開発の作成指針に活用する例は年を追うごとに増加している。これら
の事例はいずれもCEFRが日本の言語教育界で好意的に受け止められ，評価されていること
を示している。とはいえ，CEFRとは一点の瑕疵なき教育資材だろうか。これまで日本では，
CEFRの問題点はほとんど討議されたこともなければ，日本の研究者がCEFRを直接に批判
したこともなく，もっぱらCEFRを完璧なモデルとして受容している。しかしながらヨーロ
ッパにおける言語教育の研究者は両手を挙げてこれに賛同し，賞賛してきたわけではない。
そこには，テクニカルなレベルから言語教育の本質に迫る批判までさまざまなレベルでの
方法論的次元での議論が展開されている。その中で2015年以降，欧州評議会においては
CEFR増補版計画が起こり，著者の一人D. Costeが媒介能力に関する予備調査論文を公開し
た。CEFRは，媒介能力を通訳や翻訳など言語に関わる事項について言及するものの，例示
的能力記述文は開発していなかった。そこでCoste & Cavalli(2015)は媒介能力の言語教育学
的意義を刷新し，学校教育の核心に位置づけた。申請者はこのような研究動向をいち早く取
り上げ，問題の所在を指摘してきた。これを受けて，2016年にはCEFRの著者の一人である
North & Piccardo(2016a, b)がCEFR増補版（パイロット版）と媒介能力の能力記述文など，
これまでのCRFRに欠如していた項目（A1レベルの能力記述文の追加ならびにレベルの細分
化，Cレベルの能力記述文の開発など）を開発し，2017年9月にはCEFR増補版（英語暫定版）
が公開された。 
そもそもCEFRとは盲目的な導入の対象ではなく批判的導入の対象であり，導入する国や地
域の教育文化や社会環境への文脈化が欠かせない。ここでの文脈化とは，導入国への国語な
どへの翻訳を意味するだけではない。その国や地域の教育文化の伝統や制度など，さらには
学習者や教師の特性を考慮に入れ，装置の本質をゆがめることなく，最適化する作業を指す。
このような意味で，CEFRに関する批判的考察は文脈化とともに，言語教育を深化させる要
因となる。申請者はCEFRの文脈化をテーマとして2010年に国際研究集会を開催し，2011年



には共同研究の成果を国外に発信してきた。それにもかかわらず，これまで日本ではCEFR
に内在する問題点を解明する体系的な研究が行われてこなかった。そのためにもCEFRに対
する批判的考察を展開する必要があった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，これまでCEFRの批判的受容を論究してきた申請者を代表として，日本を始めと
する国際社会が好意的に受容してきたCEFRを巡る批判的言説を学説史的観点より検討し
CEFRの批判的受容を探った。日本ではCEFRの記述が難解で容易に理解できないという批
判がしばしば指摘されているが，これは日本だけの現象ではない。しかし，CEFRの唱える
言語教育観に関する疑義や例示的能力記述文そのものの妥当性，CEFRの作成に当たって依
拠した先行研究があまりに英語による先行文献に偏向していることなど，ヨーロッパの研
究者が提起したようなCEFRの本質に肉薄する疑問点は提出されておらず，討議されてもい
ない。外国で製造された製品を輸入する場合，その製品はすでに完成されたものであり，そ
こに瑕疵はなく，その製品をうまく取り扱うことができなければ，その責任は製品そのもの
ではなく，受容者の側にある。このように舶来品をいわば盲目的に尊ぶ態度は，言語教育学
をめぐるパラダイムにおいても無縁ではなく，海外で生み出された教育思想そのものの欠
陥や難点を指摘することは稀である。 
本研究の独自性は，これまでの申請者の研究成果を踏まえて，このような日本の研究者の固
定観念をいったん留保し，1）国外で展開してきたCEFRそのものに関する批判的言説を検
証し，CEFRの限界や制約を解明する必要がある。2）その上で，2017年に公開されたCEFR
増補版がこれらの疑問や批判に答えているかを精査する。3）批判に対応していない場合，
日本の研究者としてどのような回答を用意することができるのかを検討した。この3段階の
検証と考察により，CEFRの貢献や制約，限界を解明し，日本の言語教育へ向けたCEFRの
文脈化へ向けて新たな一歩を踏み出すことができた。 
 
３．研究の方法 
本研究は，ドイツ語圏，フランス語圏および英語圏において展開したCEFRに関する批判的
言説を文献調査ならびに聞き取り調査により解明する。ドイツ語圏については2002年の研
究集会に参加した研究者の言説を中心にその後の展開をたどり，聞き取り調査を実施した。
この研究集会では19名の研究者が研究報告を行っているが，その後，現在に到るまでの研究
動向を時系列を追って検証し，批判的言説の深化や変化を解明し，論点を整理する。分担研
究者はいずれもCEFRの関連研究で重要な成果を上げており，ドイツ語圏の研究交流の実績
があるため，文献調査や聞き取り調査にも支障はない。 
フランス語圏についてはMaurer(2011)とAdami et André (2015)だけではなく，CEFR増補
版計画に対する批判が3つの学術団体から提出されている。そこで，それらの批判を精査し，
1）CEFRの提示する評価をはじめとする教育装置への批判，2）複言語主義をめぐる言説へ
の批判，3）欧州評議会の言語教育政策への批判のように論点を整理する。フランスの学術
団体からの批判は，CEFRの提示する言語教育学の規範性に向けられている。申請者はこれ
までの研究により，ヨーロッパでの言語教育政策や複言語主義の動態を解明してきたが，そ
の中から批判の論点も把握してきた。 
英語圏についても，CEFRをめぐる教育学的批判の展開を追求するが，批判がほとんど見当
たらない場合，その原因をも追及する。Riley(2015)の主張するように，CEFRが複言語主義



を唱えながらも実質的には英語教育の独占的な推進装置として作用しているのであれば，
CEFRに対する批判は英語単一言語主義への批判として展開することになる。その点で，複
言語主義と英語教育の関係を正面から検証し，CEFR増補版が英語単一言語主義に対する批
判を乗り越え，複言語教育を拓くか，あるいは英語教育に対して特別な措置を執っていない
のかを検証する。 
 
４．研究成果 
 
本研究からは 3 冊の論文集を研究成果として刊行することができた。『CEFR の理念と現実
-理念編 言語政策からの考察』ならびに『CEFR の理念と現実-実践編 教育現場へのイン
パクト』（くろしお出版 2021 年）は 2019 年 3 月 2 日、3 日に実施した国際研究集会の研究
成果であり、『多言語化する学校と複言語教育ｰ移民の子どもたちの教育支援を考える』（明
石書店 2022 年）は 2019 年 3 月 9 日の国際研究集会の研究成果である。前者は CEFR の批
判的受容に関わる論考であり、後者は CEFR の唱導した複言語主義が移民の子どもなどに
向けて学校教育のなかでどのように展開していったのかに関わる論考を集めた論集で、こ
れまでの研究成果を統合している。 
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